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〔日本家政学会

食料童幼ジ及ぼす都市階汲乖因のf^響tい変化
　　　　　　　　　　　　　奈1寞々大泉政．今村幸生

　目的　昭和30路代以降に*,ヽ。て。食生う急の遮｡恍化がいちしヽるし<進んft' い われて> I§･

太報告i*、こ<r) ような食生治・粂化<^-，地嵐匹よっフピのような様加l禾しT^ヽいヽを瞑

らヵヽにしｊうしす3 iのVあ＆。ずなわち, 都市階級（都市のﾒ,口規境）零因が1食料噴支

出i' どの＆う咎彰響t SLITしてヽ･3 ヵヽ,3 1^ ＼の影響りいヽK ･-iどのよい'o激化しT きて

ぃ3 ヵ・■i明ら々ヽにしiうt.-^ きi ので勘3.

　方法　都市階級洵，所得水準の左り希書s除tして去象す3 j^-≫,･<,itしT ^ 肩執分

析法l 用ヽ，r<.す% わち, eい都命暗級いこか:r 3 J哨への1 A ^ 1=-り̂支出金騎，giJ都

市階級八c あ･けa I 人も片ソ所埓(消女支出総額）ヒし-C, 各都市階級コti‥べ, つぞ）

ような両対靫1 次の廟係が＆りiつてヽ，3 t 。ﾋす3 。

　　　　　in eり- 叫丿十/3りin.ざi+ 向　　　　い刈：痩乱A）

　そしX ,このような両対叡に^ ･り㈲係,ら都市階級Jひ胤異≫<存在｡寸i ヵヽﾋﾞ･戸ヽをMi史

し払-Sri-, 全休，載何事内・）莫･･こあヽヽり支出金無・,計草値i 太めt, こ^t都市階喩向

0)叱較の§卓と，して凧い畝。

　資料ビL T a, 寫瓊府兆計局「全圃消音実態調査報告」（昭如外，北U，祠年）リ

ヽヽ，勤労^世挙^対象と,して計測if7ろ■> 気。

　絢累　大都市･-i tヽパン, 肉仙，乳卵，野隻, 加工食恥夕卜食% ﾋ’へ・ヽ支出*ヽ'I< >5，T

ヽ･5 が，こ･*ヽ-い場gへ・･支出り

その鳴女々･･奄^^x ！ -Zヽy3 よいy^ おもめ八る. 詳誦fl 邦き^i I*ず･ リ載ヽ。

F－6　消費者の購買行動に関するー研58 (第一報）

　　　お茶の水女子大家政　犬塚伝也　○横田明子

目的　昭和よ。2年度文部省学術国際局研究助成課による「一般研究Ｄ」の科学研究費を得

て，昭和V- ぶ年度に行なわれたr東京都の一般家庭における電化製品使用状況調査」の追

跡n査を行うことができた。こ，の種の調査は企業サイドからはしばしばなぎれてはいるが

我々はあくまでも消費者サイドからアプローチするものである。激動する経済社会の変動

下にあ゜て乙年間の推移の中にどのような比較が可能であるか興味深々たるものがあった。

方m　昭和μ4,年度の第一回調査と出来るだけ同じ条件を設定するよう努力した。①母集

団一東京都の単身世帯を除く世帯人員二名以上の普通世帯②標本数ぶ0 0 (Si標本抽出法－

確率比例抽出法( P r　0 b　ａ　ｂ　ｉ　ｌ　ｉ　ｔ　ｙ　　Pr　0 p 0　r t　ｉ　ｏ　ｎ　at　ｅ　　ｓ　amp　ｌ　ｉ

n g ）(2）調査員（*3茶の水女子大学家政学都家庭経営学科学生）　による面接聴取法＠調査

時期‐昭和よ。2年７月. £月（夏休み中) R 質問紙( q u e　ｓ　ｔ　ｉ　ｏ　ｎ　ａ　ｉ　ｒ　e)は前回

と同じようにした。

結果　有効回収率　9 0%　デa. ーゼンベリー（J　■ s

ンストレーション効果i （d e �0　ｎ　ｓ　ｔ　ｒ　ａ　ｔ　ｉ　ｏ　ｎ

スの"衣存効馬（i e p e　n d e　ｎ　ｃ　ｅ　　e 1　ｆ　ｅ　ｃ　ｔ

・Ｄ　ｕ　ｓ　ｅ　n b　ｅ　ｒ　ｒ　y）のrヂモ

effect)とか,ガルブレイ

だけでは説明しきれない特殊日本

的ともいえる我々の主張する‰償効妬（co!iipensatlon　e 1 f e c t )一住

宅It までは手がとどかないifl .狭いながらもせめて手のとどく耐久消費財の保有率を高め

近代的な生活様式を誇示することによって代償的な満足を得ている（特に一部屋，二部屋

の新婚家庭において顕著である）の検証がなされ,た。




